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出所：　OECD「The World Economy: A Millennial Perspective」、IMF「World Economic Outlook Database (October 2019)」

世界のGDPシェアの推移
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食料自給率向上という戦略： 

→世界で 10 億人以上が飢餓線にある中で、「日本は世界最大の食料純輸入国」という愚かさ 

・食料自給率の向上を通じた省エネと環境保全（輸送エネルギーの削減）：  現在の 37％をまずは 50％へ 

・農地 450万ｈａを 500 万ｈａへ：  農地による CO2 吸収力を倍増させる努力、バイオ燃料の原料生産 

（耕作放棄地 42 万ｈａの現実） 

・「農業生産法人」（株式会社農業など）によるシステムとしての農業（17 年 1 月 17,140 法人） 

―――先端的産業技術の注入による食の再生 *都会と田舎の呼応関係による食の再生 

（二地域居住による分業としての農業の確立） 

・ 

CF．世界の食料市場規模 

09年 340兆円→20年には 680兆円と予想 

➡日本の産業・雇用構造は安定へ 

…重要な政策目標とすべき

→ 関税と補助金に守られた農業からの脱却 

（例）輸入関税 

米 778％、小麦 252％、こんにゃく 1706％、  

バター360％、砂糖 328％ 

・鶏卵の自給率は重量ベース 95％。ただし、餌のとうもろこし等の飼料自給率を考慮すると 13％。 

―耕作放棄地を利用した多収穫米の栽培による輸入代替の可能性 

＊飼料米の作付け増加―――9.2 万ｈａ/17 年（9 年前の 66 倍） CF. 0.14 万 ha/08 年 

・林野面積 2,480 万ｈａ（国土の 66％）の拡充とＣＯ2 吸収力の向上 

―森という資産の価値（水を集める装置）  ＊「林建協働」という方向での林業再生 

CF.「食と農の景勝地」 農林水産省：検討委員会を立ち上げ（2015年） ➡認定地の申請を全国公募 

（平成 28年度認定 5地域） 
・北海道 十勝地域 ・岩手県 一関市・平泉町 ・山形県 鶴岡市 ・岐阜県 馬瀬（まぜ）地域 

・徳島県 にし阿波地域 

「SAVOR JAPAN(農泊 食文化海外発信地域)」 

（平成 29 年度認定 10 地域） 

・秋田県 大館地域 ・福島県 会津若松市 ・静岡県 浜松・浜名湖地域 

・新潟県 十日町市 ・石川県 小松市 ・福井県 小浜市 ・京都府 京都府北部地域 

・和歌山県 紀の川市 ・香川県 さぬき地域 ・宮崎県 高千穂郷・椎葉山地域 

（平成 30 年度認定 10 地域） 

・埼玉県 秩父地域 ・長野県 白馬村 ・京都府 森の京都地域 ・京都府 京都山城地域 

・和歌山県 湯浅町 ・広島県 尾道市    〔参照 URL〕Savor Japan…http://savorjp.com/ 

《輸入》
農林水産物 食料品 食料品

08年 5,078億円 4,033億円 6.2兆円
09年 4,454億円 3,655億円 5.0兆円
10年 4,920億円 4,061億円 5.2兆円
11年 4,511億円 3,591億円 5.9兆円
12年 4,497億円 3,554億円 5.9兆円
13年 5,505億円 4,358億円 6.5兆円
14年 6,117億円 4,815億円 6.7兆円
15年 7,451億円 5,986億円 7.0兆円
16年 7,502億円 6,073億円 6.4兆円
17年 8,071億円 6,446億円 7.0兆円
18年 9,068億円 7,407億円 7.2兆円

《輸出》
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（人）

年 1900 1966 2000 2008 2018 2030 2050 2060 2100

世界 16億 34億 61億 68億 76億 86億 98億 102億 120億

日本 4,385万 1.0億 1.27億 1.28億 1.26億 1.19億 1.02億 9,284万 4,959万

【ピーク】 （出所）国連、厚生労働省等の推計

人口構造の急速な成熟化を衰亡にしない知恵 

①世 界 及 び 日 本 の 総 人 口 の 推 移 （ 2 0 3 0 年 以 降 は 予 測 ）

（参考）日本の人口が 4,959 万人前後だったのは 1911 年 
（参考）3.11 による急減：1 億 2,665 万人/2012 年 3 月末（▲26.4 万人 3 年連続減少） 

※中国の人口：2005 年 1 月 6 日に 13 億人超、2017 年には 13.9 億人（推計）、2050 年に 14.5～17 億人 

② 65 歳以上人口比重：2013 年 25.1％→18 年 10 月 28.1％、25 年 3 割超、50 年 4 割近く

＊1900 年の時点では 5％にすぎなかった、終戦直後も 5％程度

③ 昭和 20 年の終戦の年以降に生まれた戦後世代が 65 歳に到達：：「団塊の世代」の高齢化局面へ

＊2014 年 人口の 8 割が戦後生まれに

「異次元の高齢化」の意味  

・人口の 4割が 65 歳以上＝有権者人口の 5割＝現実の投票人口の 6割となる可能性 

――「シルバー・デモクラシー」の行方の危うさ 

――老人の老人による老人のための政治（老人が戦争を起こし、若者が戦争に行くという現実） 

・医療費 43兆円の 60％が 65歳以上（70歳以上だけで 49％）[2017 年度] 

――「未病化」（病気にさせない医療）は大切だが、何を健常者というのか 

――難しい老人の精神疾患 

・都会の高齢化と田舎の高齢化の違い 

――至近距離に一次産業があることの意味…大切なのは、老人が参画できる社会の設計 

100歳人生に耐える「知の再武装」…何を武装するべきか？ 

・レジリエンス(心の回復力) 

・ジェロントロジー(gerontology)＝「高齢化社会工学」 

（高齢者を社会参画させ、生かしきる社会システムの制度設計） 

（参考）65 歳以上就業者数：875 万人（男 523 万人、女 352 万人） 《2018 年》 

世界の高齢化の現状と今後[65歳以上人口の比重(%)]

2015年 2050年 2015年 2050年
日本 26.0 36.4 中国 9.7 26.3

イギリス 18.1 25.4 韓国 13.0 35.3

ドイツ 21.1 30.7 インド 5.6 13.4

フランス 18.9 26.7

米国 14.6 22.1 （出所）国連世界人口予測[2017年改訂]

【人口推計及び将来人口推計（平成29年推計）】 （人）

総人口 65歳以上 80歳以上 100歳以上

2019年 3,591万 1,128万 7万
（11月1日） 28.5% 8.9% -

3,619万 1,161万 8万
28.9% 9.3% -

3,716万 1,569万 19万
31.2% 13.2% -

3,921万 1,578万 31万
35.3% 14.2% -

3,841万 1,607万 53万
37.7% 15.8% -

3,540万 1,774万 48万
38.1% 19.1% -

3,381万 1,703万 55万
38.4% 19.3% -

※出生・死亡中位

1億2,618万

2065年

2060年

2050年

2040年

2030年

2020年

8,808万

9,284万

1億0,192万

1億1,092万

1億1,913万

1億2,533万
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